
ある研究[1]は、乾燥肌の主観的症状を持つ健康な女性を対象に、経口で摂取された
PQQが肌の水分、粘弾性、および経皮水分蒸散（TEWL）に及ぼす効果を調査するこ
とを目的としました。19人の女性参加者は、PQQグループ（11人）とプラセボグループ
（8人）に分かれ、PQQグループは経口でPQQ（20mg/日）を摂取し、プラセボグループ
はプラセボを摂取しました。研究は8週間続き、4週目と8週目で測定が行われました。

肌の水分量を評価するために、肌の導電度の変化（週0と比較して）が評価されまし
た。結果は図1に示されています。

図１：　乾燥肌の自覚症状のある女性被験者の皮膚の導電度に及ぼすPQQ摂取の影響。

経皮水分蒸散量の変化を図2に示します。

図２：　乾燥肌の自覚症状のある女性における経皮水分喪失に対するPQQ摂取の影響

[1](Nakano, Masahiko, et al. 2015)



PQQを1日に20mg経口摂取した場合、8週間にわたり特に前腕における経皮水分蒸散
の増加を有意に抑制しました。研究期間の初め、または4週目および8週目において、
両グループ間で肌の粘弾性には有意な差はありませんでした。
各被験者の腕、顔、および体の肌状態に関するアンケート回答の統計的分析によれば、
PQQグループにおいて、しわや色素沈着の主観的認識が研究期間の4週目および8週
目において有意に改善されました。

別の研究[2]では、ストレス、疲労、睡眠に対するピロロキノリンキノン (PQQ) の経口摂
取の効果を評価しました。

成人の男女17名が、ストレス、疲労、生活の質、および睡眠に対するピロロキノリンキ
ノン（PQQ）の効果を評価するためのオープンラベル試験を行うために参加しました。
彼らは8週間にわたり、1日に20mgのPQQを摂取しました。ストレス、疲労、生活の質、
および睡眠の変化は、さまざまな調査票とアンケートを使用して評価されました。

[2](Nakano, Masahiko, et al. 2012)

図３：(A) 緊張-不安、(B) うつ病、(C) 怒り-敵意、(D) 活力、(E) 疲労、および(F) 混乱のPOMS-Sスコアに対
するPQQサプリメントの効果



図４：（A）第I因子（起床時の眠気）、（B）第II因子（睡眠の開始と維持）、（C）第III因子（悪夢）、（D）第IV因
子（睡眠からの回復）のOSA-MAスコアに対するPQQサプリメントの影響 疲労）、および（E）因子 V（睡眠
時間）

[3](Harris, Calliandra B., et al. 2013)

別の研究では、ヒト被験者の炎症およびミトコンドリア関連代謝の指標に対する食事性
ピロロキノリンキノン（PQQ）の影響を調査しました。

ＰＱＱを１日量（０．３ｍｇ ＰＱＱ／ｋｇ）として投与した。 76 時間後の測定には、炎症の指
標 [血漿 C 反応性タンパク質、インターロイキン (IL)-6 レベル]、標準的な臨床指標 (コレ
ステロール、グルコース、高密度リポタンパク質、低密度リポタンパク質、トリグリセリド
など) が含まれていました。 尿中代謝産物の 1H 核磁気共鳴推定は酸化代謝に部分的
に関連しています。

PQQ の補給により、血漿 C 反応性タンパク質、IL-6、およびトリメチルアミン N-オキシド
などの尿中メチル化アミンのレベルが大幅に低下し、ミトコンドリア関連機能の強化と
一致する尿中代謝産物の変化が生じました。



炎症指標のレベル: PQQ サプリメント (1 日あたり 0.3 g/kg) を 3 日間摂取した被験者の 
C 反応性タンパク質 (CRP)、インターロイキン 6 (IL-6)、およびマトリックスメタロプロテイ
ナーゼ 9 (MMP-9) のレベルを図5に示します。 

女性 男性結合データ

図５：血漿 CRP、IL-6、MMP-9 レベル。 PQQの経口投与に反応して、10人の被験者のそれぞれで血漿
CRPおよびIL-6レベルが減少した

PQQ
ベースライン

PQQの補給効果は、尿中クエン酸回路代謝産物の相対的な変化によって評価されまし
た。

図６：尿中クエン酸回路代謝産物の相対的な変化



図5では、尿中代謝物濃度の相対的な変化が示されています。PQQの補給により、尿
中ラクタートの有意な違いが観察されました。ピルビン酸も減少し、ラクタートとピルビ
ン酸の初期比率は、4.5±0.5から3.6±0.35に減少しました。他のクエン酸回路中間体
については有意な変化は観察されませんでしたが、それらの尿中濃度を合計した場合
（クエン酸＋イソアコニテート＋2-ケトグルタレート＋サクシネート）、PQQ補給後の値は
ベースラインから約15％減少し、尿中フマル酸レベルは18％減少しました。これらのデ
ータは、尿中濃度の相対的な減少がミトコンドリアを介したクエン酸回路中間体の酸化
と流れの増加を反映していると仮定すれば、PQQがミトコンドリアの効率に影響を与え
る可能性があることを示唆しています。

別の研究[4]では、PQQニナトリウム塩が、1日に20mgの経口投与を受けた人間の血清
トリグリセリドおよびコレステロールレベルに対する影響が、6週間および12週間の治
療後に調査されました。この試験は、無作為化、プラセボ対照、二重盲検プロトコルに
従って実施されました。最近の血液検査によって測定された通常からやや高いトリグリ
セリドレベル（110-300 mg/dL）を持つ、40歳から57歳までの29名の健康な日本人成人
が、研究に含まれました。12週間後、平均血清トリグリセリドレベルは変化していませ
んでしたが、LDLコレステロールがわずかに有意に低下（136.1から127.0 mg/dL）してい
ることが観察されました。この研究の結果は、PQQがLDLコレステロールレベルを抑制し
た可能性を示唆しており、高いLDLコレステロールレベルは通常さまざまな生活習慣関
連疾患と関連しているため、重要です。

[4](Nakano, Masahiko, et al. 2013)

別の研究[5]では、認知機能に対するPQQニナトリウム塩の効果を調べるために、健康
な高齢者41名を対象に無作為化、プラセボ対照、二重盲検の研究が行われました。被
験者は12週間にわたり、1日に20mgのPQQまたはプラセボを経口摂取しました。認知
機能の評価には、ストループテストと逆ストループテストによる選択的注意力、およびラ
ップトップタブレットTouch Mによる視覚空間認知機能が含まれました。ストループテスト
では、PQQグループのストループ干渉比（SIs）の変化がプラセボグループよりも有意に
小さいことが示されました。Touch Mテストでは、各グループを2つに分けて層別化分析
を行った結果、PQQグループの下位グループ（初期スコア＜70）のみがスコアが有意に
増加したことが示されました。生理的パラメータの測定では、研究の任意の時点で異常
な血液または尿による有害事象、および有害な内部または身体検査の所見は示され
ませんでした。近赤外分光法（NIRS）を用いた予備実験では、PQQの投与によって前頭
前皮質の脳血流が増加した可能性が示唆されました。結果から、PQQは高齢者、特に
注意力と作業記憶において、脳機能の低下を予防できる可能性が示唆されます。

[5](Itoh, Y. et al. 2016.)
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